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はしがき

近年養殖ブリなど多くの魚種に黄症が頻発し､多大の被害が出ているが､その発症機構について

は不明であり､予防 ･治療方法についてはいまだに確立されていない｡ビリルビンの生理機能から､

生体内脂質過酸化が原因であり､その進行を抑制することにより､予知 ･予防が可能と考えられる｡

そこで､ブリ黄症に関しては､養殖現場より魚を定期的に入手し､その生体内脂質過酸化の進行状

況を組織中のTBA値および血衆中のsubstanceX含量を指標として､また､その抗酸化機能の変動を

組織中のa-tocopherolおよびascorbicacid含量およびGSH-fh活性を指標として検討した.さらに､過

酸化脂質､α-tocopherol､ascorbicacidおよびセレン含量を変化させた餌料を給餌した後､黄症を人

為的に発症させた後､黄痘発症状況を検討した｡以上の結果をもとに､水産養殖上問題となってい

るブリ黄疫をはじめとするビリルビン代謝の異常が原因となる疾病の予知 ･予防および治療法を確

立し､健全な水産養殖業の発展に寄与する事を目的とした本研究を行った｡その結果についてのと

りまとめたものが､この報告書である｡
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